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要旨:バイオマスタウン構想が公表されている岩手県遠野市を対象として,旧町村ごとの窒素フロー分析を行

った結果,地域ごとに様々な形態がみられ7㌔ また,農薬集落を単位として,家畜糞尿発生量と農地の受け入れ可

能量を窒素ベースで耗算したところ,市全体ではほぼバランスが取れていたが,集落によって窒素収支にばらつき

がみられた｡このため,窒素分のやり取りをする必要があることがわかった｡そこで,畜産施設から堆肥化施設お

よび堆肥化施設から農地-の輸送コストについてリソースマイルによる評価を行ったところ,既存の6箇所の堆

月即ヒ施設に1箇所追加すると約35%のリソースマイルの削減につながることがわかった｡
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はじめに

家畜糞尿の堆肥利用の推進は,有機物の再資源化や廃

棄物の低減を通 して,地域のバイオマスに依拠 した循環

型社会の構築につながるo Lかし,これが農地に大量に

施用されると窒素等が蓄積･溶脱 し,作物の生育障害や,

環境汚染などの問題を引き起こす｡このため,農業にか

かわる窒素フローを把握することは重要である｡渡辺

(2006)は,北上川流域および盛岡周辺の市町村を対象

とした窒素フローの分析を行い,窒素過多の地域 とそ う

でない地域を複合的にとらえ,それらの間で窒素をや り

取 りすることの必要性を指摘 している｡2006年 3月に見

直しが行われたバイオマス ･ニッポン総合戦略において

も,資源の地域間連携 ･広域的取 り組みの重要性が指摘

されている｡ しかし,堆肥は重量単価が低く,輸送コス

トがかかるため,なるべく狭い地域内で循環的に利用す

ることが重要であるO

そこで,本研究では市町村を構成する旧町村を単位 と

した窒素フローの評価を行い,市町村内での窒素のアン

バランスの把握 と窒素のや り取 りを通 じた複合地域の形

成について検討 した｡また,市町村内の複合地域間にお

ける家畜糞尿 と堆肥の輸送コス トの評価を行ない,堆肥

化施設の配置についての検討を行なった｡

対象地は,岩手県遠野市としたO遠野市では 2006年

からバイオマスタウン構想が公表されてお り′,その中で

｢耕畜連携の土づくり｣を目標 として,現在 6箇所の堆

肥化施設が整備されている｡

84

1.遠野市および旧町村における窒素フローの評価

遠野市および旧町村における窒素フローの評価におい

ては松本 (2000)の方法を援用 したOこれは,農村地域を

｢人間J,｢家畜｣,｢農地｣のコンパー トメン トに分け,
コンパー トメン トの窒素ス トックとコンパー トメン ト間

の窒素フローを既存の統計資料やセンサス,原単位等を

用いて求めていく方法である｡

このようにして窒素フローのコンパー トメン トモデル

を作成 して推定を行なった結果,旧町村ごとに特徴的な

窒素フローがみられたが,現況の問題点として､地域外

からの食料､飼料の購入量が多いこと､有機物肥料 とし

図1遠野市全域および旧町村における

農地面積あたりの窒素フロー
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図2 現況の堆肥化施設ごとの 図3 堆肥化施設配置に関する4つのシナリオごとのリソースマイル合計値

リソースマイル(103km･ton)

て生ゴミや家畜糞尿が有効に利用されていないこと､牧

草地に対し過剰な窒素投入があること､地域によっては

蓄積 ･溶脱する窒素量が大きいところが存在するという

点があげられた (図1)｡

2.家畜糞尿 ･堆肥の輸送コス トの評価

2.1 集準ごとの家畜糞尿に関する窒素収支

地域ごとに窒素フローにばらつきがみられたため,秦

畜糞尿に注目し,旧村よりもさらに細かい空間単位であ

る農業集落ごとに家畜糞尿の発生量と農地の堆肥受け入

れ可能量を窒素ベースで試算した｡さらに,その差し引

きから窒素収支を計算した｡

遠野市全体で見ると,家畜糞尿による窒素発生量 985

tonN/yearに対して堆肥施用による農地受入可能量は

1,002tonN/yearであり,ほぼバランスが取れていると

推定された｡しかし,これを集落単位でみると窒素過多

な地域とそうでない地域があるため (図2),これらの間

で糞尿 ･堆肥の輸送を通じた窒素のやりとりが必要であ

ることがわかった.

2.2 リソ-スマイルによる家畜糞尿 ･堆肥の輸送

コス トの評価

糞尿 ･堆肥の輸送にかかる環境負荷を,リソースマイ

ル (RM)を用いて評価した｡RMとは輸送重量と輸送距離

を乗じたものである｡ここでは,袖山ら (2005)の方法を

援用し,糞尿発生場所-堆肥化施設の輸送 (RMl)と堆把

化施設-農地の輸送(RM2)の2つを合計して算出した｡堆

肥発生場所および堆肥施用の転置については,各農業集

落内の建物用地と農地の重心(集落点)として計算した｡

RMlは,集落点から最寄りの堆肥化施設-の最短道路距

離とし,RM2は堆肥化施設から道路距離の近い集落点の
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JLl削こ堆肥を分配していくときの最短道路距離としたo

その結果,現況の 6箇所の堆肥化施設の RM合計値は

533 (103km･ton)となり,施設ごとに値が大きく異なる

ことがわかった (図2)｡つぎに,堆肥化施設の配置につ

いて4つのシナリオを設定し.それぞれについて,RMの

合計値を求めた (図3)｡仮想的なシナリオとして設定し

た,施設を1箇所のみ市の重心に配置する集中型システ

ムと各旧町村の重心に設置する分散型システムでは,集

中型システムが分散型市システムの約4倍となった｡現

況のRM合計値はそれらの中間にあるが,市北西部に施設

がないため,施設ごとのRMに不均衡を生じている現状か

ら(図2),1箇所堆肥化施設を追加した現状改善型シス

テムを想定するとRM合計値が約 35%削減され得ること

がわかった｡

おわりに

本研究では.対象地内の地域ごとの窒素のアンバラン

ス解消のために,家畜糞尿の堆肥化よる窒素分の移動が

有効であることを示し,その際の輸送コス トの評価と,

現況の改善可能性を示すことが出来た｡しかし,施設の

建設費やランニングコス トは考慮されていないO施設の

スケールメリットと輸送コストは トレー ドオフの関係に

あるため,今後はこの点も踏まえた評価が必要である｡
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